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環境政策を契
機に、経済・地域などの諸課題の同時解決を図る
ような

IoT技術等を活用したグリーンスロー
モビリティの効果的導入実証事業

（環境省・国土交通省連携）



環境配慮型モビリティ連携による「次世代観光まちづくり」を推進する。

市街地の渋滞緩和 定期航路の維持

ラストワンマイルの
移動手段

新たな交通手段
の提案

実証事業の目的

瀬戸田地域尾道市街地

マイカー利用の削減によるCO２排出の削減



一般社団法人尾道観光協会

代表申請者

株式会社電脳交通

（総括） （運行の主体 尾道市街地）

（ＩｏＴ機器、MaaSシステムの提供）

（効果検証・報告書作成）

尾道市

株式会社日本総合研究所

（鉄道、ＥＶ、カーシェア等のモビリティ
との連携、周知・宣伝)

一般社団法人しまなみジャパン

（クルーズ連携による
広域観光、周知・宣伝）

株式会社瀬戸内ブランドコーポレーション

尾道商工会議所

（サイクリング連携、広域観光、周知・宣伝）

共同実施者

コンソーシアム

（地域の観光資源との連携、周知・宣伝）

（地域の事業者との連携、周知・宣伝）

本四バス開発株式会社

西日本旅客鉄道株式会社

（運行の主体 瀬戸田地区）

備三タクシー株式会社



IoT技術等を活用したグリーンスローモビリティの
効果的導入実証事業





それではここで、尾道を走るグリーン
スローモビリティの動画をご覧ください。



IoTの活用

株式会社電脳交通

運転席に設置する端末のＧＰＳにより、
車両の位置情報、乗車状況を明示する。



利用者の声

良かったところ
・風が気持ちよかった。
・車両のラッピングが可愛い。
・高齢者の観光には助かります。
・散歩する気分で楽しめた。
・尾道の細い路地を走って楽しかった。
・運転手や他の乗客とのコミュニケーションが楽しい。

課題点
・もっと便数を増やしてほしい。
・もう少し大勢が乗れたらよい。
・寒さ対策が必要。
・満員で途中のバス停で乗れない。

※利用者アンケートから

１１月１日の運行開始、第1期実証期間3か月の利用者は2,119名
（平均乗車人数：１便あたり3.8人）
11月の観光シーズンにおける平均乗車人数は１便あたり4.3人



運行に向けた課題

３カ月間運行してみて

運行事業者の声（備三タクシー株式会社）

・お客様と会話がしやすい。観光客へは観光スポットを案内して
喜ばれている。

・お客様は乗ること自体に満足されている。

・喜んでもらえ我々の運行に対するモチベーションも上がる。

・グリーンスローモビリティによって運転手を新たに雇用できた。

・寒さ対策が必要
防寒シートをすれば寒さ対策にはなるが、
景色を感じにくくなる。

・雨天時等の安全対策
・乗車できないお客様への対策（積み残し）
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１１月１日から
実証開始



瀬戸田地域でのMaaSの検討（JR＋航路＋グリーンスローモビリティ）

尾道駅

尾道港

瀬戸田港

●サンセットビーチ

グリーンスローモビリティ

瀬戸田航路（生活航路）

新たな交通サービスの実証検証（MaaS）
・公共交通の連携によるシームレスな移動サービスの提供
・交通機関とのダイヤ調整
・IoTによるサービス提供（一括検索、予約等の検証）

●しおまち商店街

●耕三寺
平山郁夫美術館 2次交通の課題解決⇒新規ビジネスの展開

生活航路の維持継続⇒住民の移動手段の確保

自家用車から公共交通への転換



今後に向けて

☆観光客から、高齢者のラストワン
マイルにつなげていく。

☆予約・決済システムの導入により、
利便性向上を図る。

☆GSMを活用し尾道版MaaSを構築。

２０２１年度まで実施



実証事業終了後

公共交通として事業化

スマートシティの取組に発展

相互連携










